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 特別委員会「学会あり方検討委員会」から、日本医学検査学会のあり方に関する最終答申が出された。 
 この答申は、“学会に参加しやすい基盤整備”としての「開催地エリア区分」の具体案並びに「学会経理」に

関して答申されたもので、平成 22 年以降の日本医学検査学会が円滑に運営されることを視野に入れている。

この答申をもとに、“平成 22 年度以降”に開催する「日本医学検査学会」見直し案が提出され、第５回理事

会（８月 18 日開催）にて審議検討の結果、採択された。 

平成 22 年以降･･･ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．◇首都圏① 

◇東京ビッグサイト、東京国際フォーラム 

さいたまスーパーアリーナ、パシフィコ横浜 
◇茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県 

東京都、神奈川県、山梨県、長野県 
３．◇中部圏 

◇名古屋国際会議場 
◇富山県、石川県、岐阜県、静岡県、愛知県 

 三重県 
４．◇阪神圏② 

◇大阪国際会議場、神戸市国際会議場 

国立京都国際会議場 

◇鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県 

徳島県、香川県、愛媛県、高知県 
５．◇首都圏② 

◇東京ビッグサイト、東京国際フォーラム 

さいたまスーパーアリーナ、パシフィコ横浜 
◇北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県 

 山形県、福島県、新潟県 
６．◇北九州圏 

◇福岡コンベンションセンター 
◇福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県 

 宮崎県、鹿児島県、沖縄県 
 
 

 見直し案によると、学会に参加者しやすい基盤整備と

して、『大都市圏での発表会場と学会展示会場の一体化

施設の利用』を挙げ、「学会参加者と学会展示発表会の

協力企業にとり、参加・協力しやすい開催地の選定が重

要となる。 
そのためには、交通機関と宿泊の利便性などを考慮す

る必要があり、◆全国どこからも数時間以内で移動出来

る事◆学会会場と展示会場と一体化施設使用◆４圏を

主軸に輪番で開催地を決定することにより、学会に参加

しやすい会場確保が可能である－としている。 
また、会期については、毎年 5 月の土、日曜日の 2 日

間開催を基本とし、開催地を大都市圏と限定した場合に

は学会参加者数の増加が見込める－としている。 
 

以下に、理事会にて承認された「平成 22 年度以降に

開催する学会」の 
◇開催エリア区分◇候補会場名◇学会担当技師会 

を開催順に示す。 
 

１．◇阪神圏① 

◇大阪国際会議場、神戸市国際会議場 

国立京都国際会議場 

◇福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県 

奈良県、和歌山県 
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P15 JAMT 共済ネット 

P16 臨床検査技師賠償責任保険 

 

P01 日本医学検査学会開催方針決まる 

P02 投稿：都道府県技師会における公益目的事業-1 

P03 同-2 

P04 論：郵送検査によって臨床検査の市場は拡大するか 
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P08 平成 20 年度 診療報酬改定要望まとまる-1 

 

 

 


